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Study on efficiency evaluation of rice husk ash as concrete admixture 

Kayoko MORISHITA，Ayaka SUTOU，Tetsuya HATORI， 

Takako MIYASHITA and Katsuya KAWAKAMI 

 The rice husk is agricultural waste exhausted 2Mt a year in Japan.  A small portion of the rice husk is used 

as compost now.  However, composting in itself is difficult because 20% of silica is included in rice husk. 

Authors have been proposed a package of the use of the organic matter as an energy source and the inorganic 

matter in rice husk as concrete admixture, as one of the utilization of the rice husk.  In this paper, we report about 

study on efficiency evaluation of rice husk ash as concrete admixture. 
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1．はじめに

コメは，我が国を含むアジア諸国の主食であり，

その副産物である籾殻の発生量は，世界では年間

1 億 t 超，日本でも年間およそ 200 万ｔに上る。

籾殻のもつエネルギー量は年間 25PJ（日本）に

相当することから，エネルギー源として注目され

ている。籾殻をエネルギー利用した場合の利点と

しては，次の 3点が挙げられる。 

・毎年安定的かつ大量に発生すること。

・ライスセンターで精米されるため，集中的に発

生すること。

・数mm程度の粒状であるために，他のバイオマ

スと異なり粉砕の必要がないこと。

エネルギー利用における課題は，籾殻のエネルギ

ー密度が低く，籾殻中のシリカが 20％と多いため，

エネルギー効率と操作上のトラブル回避の観点か

ら低温での転換が必要不可欠であること，および

排出される灰分が多いことである。しかしながら，

籾殻灰はシリカを90％以上含み，非常に微細な結

晶または非晶質となることから，コンクリートの

強度向上に寄与するポゾラン反応の促進が期待さ

れる 1)-6)。そこで，筆者らは，再生可能エネルギ

ーの利用拡大および資源のカスケード利用の観点

から， 籾殻を低温でガス化することにより，ガス

燃料を回収し，排出される灰をコンクリート混和

材として利用するパッケージの発想にいたった。 

本稿では，籾殻灰を混和した各種モルタル試験

片の強度に対する混和率の好適条件および経時的

な強度変化について，試験研究的に調査した結果

をまとめる。 
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２．実験方法 

２．１ 試料 

 本研究に用いた籾殻灰試料は，香炉用として市

販されている籾殻灰である。 

モルタル試験体はJIS R 5201に準じ，籾殻灰，

普通ポルトランドセメント，川砂を使用し，水セ

メント比55％で作製した。籾殻灰混合率の好適条

件を検討するために，内割（セメント代替として

の利用可能性を評価） と外割（混和材としての利

用可能性を評価）で籾殻灰混合率を変えて調合し

た調合表を表1に示す。成型した後，標準養生し，

強度試験に供した。 

２．２ 各種籾殻灰を添加したモルタル試験体の

強度測定 

モルタル強度の評価は曲げ試験と圧縮試験に

より実施した。曲げ試験には各試験体を３個使用

し，JIS R 5201に準じて強度を測定した。圧縮強

度は， 曲げ試験後の6個の試験体について，アム

スラー型試験機を用いて毎秒 2400±200N の割合

で載荷することにより最大圧縮荷重を測定した。 

３．結果および考察 

３．１ 圧縮強度の経時変化 

図１に，各種モルタル試験体ごとの圧縮強度の

経時変化を示す。内割と外割，籾殻灰の混合率に

よらず，いずれの試験体も，時間の経過とともに

圧縮強度は漸増し，絶対値は異なるものの，圧縮

強度増加の様式は同様である。具体的には，材齢

7日から 28日にかけて圧縮強度が増加し，その後

材齢 91 日にかけて，圧縮強度増加の程度は小さく

なる。  

３．２ 圧縮強度に対する籾殻灰混合率の影響 

図２に，圧縮強度に対する籾殻灰混合率の影響

について，材齢ごとに整理した結果を示す。内割

では，籾殻灰混合率が増えるにつれて，圧縮強度

が低下する。一方，外割では，籾殻混合率の増加

に伴い，おおむね微増する。このことは，籾殻灰

をセメント代替として利用することは難しいが，

混和材としては有効であることを示す。その効果

の程度について，次節で述べる。 
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図２．圧縮強度に対する籾殻灰混合率の影響 （左；内割， 右；外割） 

図３．圧縮強度比に対する籾殻灰混合率の影響 （左；内割， 右；外割） 

図１．各種モルタル試験体の圧縮強度の経時変化 （左；内割， 右；外割） 

小山工業高等専門学校 
研究紀要第51号（2018）

18



３．３ 圧縮強度比に対する籾殻灰混合率の影響 

籾殻灰混合の効果の程度を検討するために，籾

殻灰を混合していないモルタル試験体の強度を１

として，それぞれのモルタル試験体の圧縮強度比

を図３に示す。前節で述べたように，籾殻灰を内

割として混合した場合，圧縮強度比は 100％を割

り，強度が低下することが明らかである。一方，

外割り換算で混合した場合，籾殻灰混合率 5％と

10％の場合で，圧縮強度比が 100％を上回る。15％

の場合，材齢 28日の場合で圧縮強度に対する効果

の発現が認められない。この理由については不明

であるが，３つの試験体全てにおいて強度が低下

していた。したがって，圧縮強度の向上には，籾

殻灰混合率 5～10％が好適であり，本実験条件の

範囲内では，最大で 7%程度の強度上昇が確認さ

れた。 

４．まとめ 

籾殻灰を混和させたモルタル試験体を用いて，

圧縮強度を測定し，以下のことを明らかにした。 

籾殻灰はセメント代替にはならないが，混和材

として有効である。籾殻灰混合率が，セメント質

量に対して 5～10％の場合が好適であり，材齢が

高くなるにつれて，より高い強度が発現しやすい。 
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